
北海道大学獣医学部・帯広畜産大学畜産学部
共同獣医学課程 (VetNorth Japan )による

国際基準の獣医学教育の確立

北海道大学獣医学部・帯広畜産大学畜産学部
共同獣医学課程 (VetNorth Japan )による

国際基準の獣医学教育の確立

　設置の背景：欧米主導で獣医学教育の国際化が推進され、アジアが取り残されている
　設置の目的：帯畜大と北大が連携し、欧米水準の獣医学教育の確立と欧州獣医学認証
　　　　　　　 の平成32年度までの取得を目指す
　事業の支援：文部科学省　国立大学改革強化推進事業（平成24～29年度）
　設 置 時 期：平成24 年4月1日
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◆ 獣医学教育における両大学の強み
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◆ 学生の相互移動による実践的な教育

上記の教育によって次のスキルを育成

1. 欧州と同等の獣医師資格
2. 獣医師の基本的な技術を習得
3. 外国の獣医師と協働できる国際性
4. 獣医師の職域全てに対応できる能力

本事業における現在までの成果

1. 教育カリキュラムの抜本的改善
2. 実践的臨床ならびに衛生教育の強化
3. 自学・自習環境の整備
4. 教員組織 / 施設・設備の整備


